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ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
始
め
る
直
前
の
二
月
一
六
日
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
大
統
領
は
モ
ス
ク
ワ
を
訪
れ
、
プ
ー
チ

ン
大
統
領
と
会
談
し
た
。
す
で
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
地
帯
に
は
ロ
シ

ア
軍
が
集
結
し
、
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
。
米
国
の
バ
イ
デ

ン
政
権
は
訪
問
の
中
止
を
求
め
た
が
、
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
氏
は
強
行
し

た
。
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
二
時
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
と
い

う
会
談
の
後
、「
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
平
和
を
求
め
て
い
る
」
と
語
っ

た
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
氏
は
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
の
意
図
を
否
定
し
、

プ
ー
チ
ン
氏
を
擁
護
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
八
日
後
だ
っ
た
。

プ
ー
チ
ン
氏
に
利
用
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ル

ソ
ナ
ー
ロ
氏
は
「
ブ
ラ
ジ
ル
は
ど
ち
ら
の
味
方
も
し
な
い
」
と
表
明
。

対
ロ
シ
ア
制
裁
も
発
動
し
な
か
っ
た
。

　

と
も
に
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
一
員
と
は
い
え
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
と
っ
て
ロ

シ
ア
は
目
立
っ
た
国
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
農
業
に
目
を
向
け
る

と
話
は
別
だ
。
カ
リ
ウ
ム
や
窒
素
な
ど
の
肥
料
を
ロ
シ
ア
や
ベ
ラ

ル
ー
シ
か
ら
の
輸
入
に
頼
る
。
支
持
率
低
迷
が
続
く
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ

氏
に
と
っ
て
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
業
界
の
支
持
は
再
選
に
欠
か
せ
な

い
。農
業
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
を
支
え
る
産
業
で
も
あ
る
。

訪
ロ
は
肥
料
供
給
の
確
約
の
た
め
だ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

政
権
内
部
に
お
け
る
二
つ
の
「
中
立
」
の
含
意

　

し
か
し
、
欧
米
諸
国
の
制
止
を
振
り
切
っ
て
ま
で
訪
問
し
た
理
由

は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ア
マ
ゾ
ン
熱
帯
雨
林
の
破
壊
を
容
認
し
批

朝
日
新
聞
前
サ
ン
パ
ウ
ロ
支
局
長

岡
田 

玄

ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
直
前
に
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
た
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
大
統
領
。

そ
こ
に
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
に
不
可
欠
な
肥
料
の
調
達
と
い
う

経
済
要
因
に
加
え
、
ブ
ラ
ジ
ル
伝
統
の
中
立
外
交
を
転
換
し
、

「
大
国
外
交
」
を
志
向
す
る
政
治
的
思
惑
が
見
て
と
れ
る
。

お
か
だ　

げ
ん　

二
〇
〇
三
年
同
志
社
大
学

大
学
院
修
士
課
程
修
了
、
朝
日
新
聞
社
入

社
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
キ
ュ
ー
バ
で
ス
ペ
イ
ン

語
を
学
ぶ
。
西
部
報
道
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
原

爆
、
沖
縄
、
外
国
人
留
学
生
労
働
者
問
題

な
ど
を
取
材
し
、一八
～
二
二
年
サ
ン
パ
ウ
ロ

支
局
長
。現
在
は
オ
ピ
ニ
オ
ン
編
集
部
記
者
。

「
大
国
外
交
」へ
の
転
換
が
は
ら
む
路
線
対
立

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻　
世
界
の
視
点 

② 

ブ
ラ
ジ
ル
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判
さ
れ
て
き
た
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
氏
に
と
っ
て
、
森
林
開
発
に
理
解
を

示
し
て
く
れ
る
の
は
プ
ー
チ
ン
氏
だ
け
だ
っ
た
。
訪
ロ
は
、
森
林
保

護
や
民
主
主
義
の
尊
重
を
求
め
る
欧
米
諸
国
へ
の
意
趣
返
し
の
面
も

あ
っ
た
。

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
の
大
国
と
し
て
、
先
進
国
と
途
上
国
の
間

で
仲
介
者
を
務
め
る
こ
と
で
存
在
感
を
発
揮
し
て
き
た
ブ
ラ
ジ
ル

は
、
い
わ
ば
、「
南
」
の
代
表
と
い
う
立
ち
位
置
を
長
ら
く
続
け
て

き
た
。
し
か
し
、
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
氏
は
、
こ
れ
を
転
換
さ
せ
よ
う
と

し
た
。
途
上
国
代
表
で
は
な
く
、
先
進
国
の
一
員
で
あ
る
と
国
の
自

己
認
識
を
改
め
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
前
米
大
統
領
に
心

酔
す
る
異
色
の
外
交
官
を
外
相
に
抜
擢
。
中
立
的
な
立
場
を
と
る
伝

統
的
な
外
交
姿
勢
か
ら
離
れ
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
の
距
離
を
急
速
に

縮
め
た
。
も
っ
と
も
、
バ
イ
デ
ン
政
権
に
な
る
と
そ
れ
は
離
間
の
原

因
に
な
っ
た
。

　

二
〇
二
一
年
三
月
に
外
相
が
交
代
し
、
外
務
官
僚
の
自
由
度
は
増

し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
今
も
大
統
領
府
と
外
交
官
と
の
対
立
は
終

わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
如
実
に
表
れ
た
の
が
、
国
連
で
の
ブ
ラ
ジ

ル
の
投
票
行
動
だ
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
を
受
け
て
開
か
れ
た
二
月
二
五
日
の
国
連
安

保
理
で
も
、
三
月
三
日
の
国
連
総
会
緊
急
特
別
会
合
で
も
、
ブ
ラ
ジ

ル
は
対
ロ
シ
ア
非
難
決
議
に
賛
成
し
た
。
大
統
領
の
立
場
と
は
明
ら

か
に
異
な
る
。
一
方
、
四
月
七
日
に
国
連
人
権
理
事
会
に
お
け
る
ロ

シ
ア
の
理
事
国
資
格
の
停
止
を
決
議
し
た
際
は
棄
権
し
た
。
矛
盾
し

た
行
動
に
見
え
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
連
大
使
は
、
非
難
決
議
に
賛

成
し
た
際
、
西
側
諸
国
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
器
供
与
を
批
判

し
、
交
渉
に
よ
る
解
決
を
強
調
し
た
。
棄
権
は
、
人
権
理
事
会
の
混

乱
を
避
け
、
停
戦
の
道
を
探
る
べ
き
だ
と
い
う
意
思
表
示
だ
っ
た
。

ロ
シ
ア
に
忖
度
し
た
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
氏
の「
中
立
」と
、外
務
省
の「
中

立
」
は
似
て
非
な
る
も
の
な
の
だ
。
歴
史
的
に
米
国
の
干
渉
を
受
け

て
き
た
中
南
米
諸
国
に
は
、
確
か
に
根
強
い
反
米
感
情
が
あ
る
。
ブ

ラ
ジ
ル
も
例
外
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
の
容
認

に
ま
で
つ
な
が
る
人
は
わ
ず
か
だ
。

　

た
だ
し
、
政
治
家
は
違
う
。
一
〇
月
の
大
統
領
選
へ
の
出
馬
を

表
明
し
た
左
派
の
ル
ラ
元
大
統
領
は
、
米
タ
イ
ム
誌
で
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
は
戦
争
を
望
ん
だ
」
と
述
べ
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
大
統
領
や
支
援
す
る
欧
米
諸
国
を
批
判
し
た
。
ボ
ル
ソ
ナ
ー

ロ
氏
と
の
違
い
を
鮮
明
に
す
る
た
め
に
、
ル
ラ
氏
は
反
米
左
派
的
な

主
張
を
強
め
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
み
ら
れ
る
。

　

大
統
領
選
で
は
ル
ラ
氏
の
当
選
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
が
、
ボ
ル

ソ
ナ
ー
ロ
氏
も
巻
き
返
し
に
必
死
だ
。
情
勢
は
投
票
直
前
に
動
く
。

ル
ラ
氏
当
選
を
前
提
に
語
る
の
は
時
期
尚
早
だ
。
た
だ
、
ど
ち
ら
が

当
選
し
て
も
、
欧
米
諸
国
に
簡
単
に
同
調
す
る
こ
と
は
な
い
。
●




